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[生徒の皆さんへ] 

今年度も、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、日常の生活はもちろん，授業や部活動の在り方にも

さまざまな制約がある中でのスタートとなりました。そうした中ですが、皆さんは前向きに学校生活を頑張って

くれています。新学期が始まり、もう少しで一か月。その分、心身ともに疲れもたまってきていると思います。 

そうした中、まもなく、楽しみにしていた大型連休が始まります。５月１日（土）から５月５日（水）までは、５日

間の連休となります。ただし、残念ながら、今年は緊急事態宣言が発令されるという状況下の連休となります。 

岸和田市においても、新型コロナウイルス感染症の急激な拡大は深刻な状況にあります。今は、現実を受

け止めて、現状の深刻さを理解し、連休中は、感染症予防に努め、人が多く集まる場所には行かないこと、生

活リズムを崩さないことを心がけてください。ここが踏ん張りどころです。感染拡大防止のための適切な行動

をとることが、自分と自分の大切な人を守ることにつながります。連休中も手洗いやうがい、咳エチケット、マ

スクを着用し、３密（換気の悪い密閉空間、多くの人が密集、近距離での会話や発声）を避ける等、体調管理

に努め、連休明けの学校生活につなげてください。   

                                                                                                  

 

新型コロナウイルスに関する「差別・偏見」は未だなくなってはいません。誰もが新型コロナウイルスには感

染する可能性があります。決して感染した人が悪いということではありません。しかし、感染者を特定しようと

する動きや心無い噂を広める行為が後を絶ちません。我々の生活を豊かにするためにつくられたＳＮＳなどの

間違った使い方により、多くの人を苦しめています。感染した人や濃厚接触者となった人は、病気への不安と

ともに、社会が受け入れてくれるのだろうかと、不安な気持ちで毎日を過ごしています。これらの人が、医師や

保健所からの指導のもと、勇気を振り絞って日常の生活を再開したときに、心ない誹謗中傷やいじめ、差別・

偏見などにより心を痛めるようなことは絶対にあってはなりません。 

これからも、岸城中学校では、そんなことが起こらないように力を合わせ、誰もが安心して過ごせる学校に

していきましょう。 

連休明けに、皆さんが元気に登校する姿と再会することを楽しみにしています。 

                                                               


